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Bi―Pb―SrCa―Cu-0系の蛍光X線定量
分析用 α補正係数の計算
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Calculation of α Correction Coefncients used for
Quantitative X―ray Fluorescence Analysis
in the Bi―Pb―Sr―Ca―Cu―O Systeln
Takeshi MuRANAKA,YasunorilMIuRA and Kazuya HoNDA
Abstract
X―ray nuorescence analysis is a non―destructive and rapid methOd to study the cOnstituents
of bulk samples  But,if、ve、Tant o estirnate the cheHical cOmpositiOn quantitatively,Ⅵre rnu t
consider the sO―caned matrix effect experilnentally or theoretically  ln the case of the samples
which cOnsist of several elements, it is a tedious 、TOrk to obtain α cOrection cOefncients
experirnenta■y  So、ve have approached to calculate correction factOrs for the Bi―Pb―Sr―Ca―
Cu―O system.
ヽヽ「e analyzed the chemical compOsition of the sintered Bi―Pb―Sr―Ca―Cu―()superconductOrs
by using the calculatedとY cOeFicients and obtained apprOxirnately the same tendency comparing
Ⅵ/ith the values by atOHュic absorption analysis
1.`よじ め に
蛍光X線分析法は非破壊で迅速な元素分析
法であり,酸化物超伝導体や多元系合金の組成
分析に有用な方法である。しかし,定星~分析を
おこなお うとすると,観測X線に対するマ ト
リックス効果を考慮する必要を生ずる。これに
関して,試料を構成する元素数が少い場合はこ
の効果を実験的に調べて定量補正式を作成する
ことも可能であるが,構成元素数が数個以上に
なるとこの作業が非常にやっかいになる。そこ
で,質量吸収係数などの各元素に関する物理定
数を用いて理論的にこの効果を計算することが
必要になってくる。この計算は基本的に蛍光X
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線強度の計算であるが,1次蛍光X線や2次蛍
光X線に対する強度式は1966年T.Shiraiwa
らによって定式化されている1ち その後, コン
ピュータの発達と共に,最近ではファンダメン
タルパラメータ法と称して,パソコン上で使用
できるソフトが市販されるようになっている。
ただし,これらのソフトはほとんどブラック
ボックス化されており,計算過程や誤差につい
て切確ではない,そこで我々はT,Shiraiwaら
の定量補正式を理解することから始め2,o,必要
な物理定数を集め,パソコン用の計算プログラ
ムを作成し,α補正係数を計算することを試み
,こ。
今回取 り上げた試料は BユーPb Sr Ca Cu 0
系である。Bi系超伝導体ははじめ Bi―Sr―Ca
Cu-0系としてH.Maedaらによって1988年
に発表された。。その後,高角 相を効率よくう
るためにはPbを添加すればよいことが指摘さ
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